
一般社団法人 三陸ひとつなぎ自然学校

活動内容紹介
がれき清掃などで全国から集まるボランティアのコーディ
ネート活動を平成23年3月よりスタート。釜石の復旧・
復興のため、多くのボランティアや支援団体とともに、ボラ
ンティアツーリズムや子どもたちの居場所づくりを始めとした
様々な活動に取り組んできた。

現在は、次世代を担う子どもたちが生まれ育った地域と
関わることで郷土愛を育み、誇りを持って住み続けられる
地域の実現を目指し、子どもが主体となって企画から運
営まで行うコミュニティイベント「かまっこまつり」の実施や、
地域の課題にチャレンジする人材の育成に取り組む。

地域資源にスポットを当てた体験プログラムやイベント、
研修やインターンシップのコーディネートなどを通して釜石
内外のあらゆる主体をつなぎ、関係人口の創出にも貢献
している。

岩手県 釜石市

岩手県立宮古工業高等学校

活動内容紹介
地元の防災意識を向上させるため、平成17年から津
波模型を作成し、震災発生時のシミュレーションを実演。

工業高校ならではの高い技術力を駆使して製作した
模型を用いた津波実演シミュレーションは、口伝や座学で
は得ることが難しい「実感」を伴った疑似体験をもたらし、
防災意識の向上に大きな役割を果たしている。

東日本大震災以降は、津波災害への関心の高まりを
受け、全国で出前講演を行っているほか、海外からの見
学受け入れなど、より広範に活動を展開している。

岩手県 宮古市



特定非営利活動法人 ＳＥＴ

活動内容紹介
東日本大震災をきっかけに被災地支援を目的に設立
され、陸前高田市広田町を拠点に「人口が減るからこそ
豊かになるまちづくり・ひとづくり」に取り組んでいる。

「『やりたい』が『できた』に変わる町」に変化させていく「ま
ちづくり」と、自分らしく生きる人材を広く育てていく「ひとづ
くり」を目指し、民泊事業、地域人材のキャリア教育、地
域おこし実践プログラム、移住留学の4つの事業を展開。

地域内外の人材交流を促進し、年間約1,500人の
交流人口を生み出しているほか、町に移住・定住する若
者も増え続けている。

岩手県 陸前高田市

一般社団法人 ＲｅＲｏｏｔｓ

活動内容紹介
東日本大震災後、仙台市の各大学に通学する大学
生が中心となり、ボランティアの運営組織を行うサークルと
して発足。

「復旧から復興へ、そして地域おこしへ」を掲げ、農村地
域である若林区にて、農家の生活再建、コミュニティの再
生、地域資源を活用した魅力発信と人の往来の促進に
よる持続的な農村づくりに取り組んでいる。

農業の新たな担い手育成にも取り組み、農家との交流
を通じた農業の課題や地域の課題の把握をすることで、
若者の農業への関心を引き出すことや、農業を志す若者
を育成することを目指している。

宮城県 仙台市



特定非営利活動法人 つながりデザインセンター・あすと長町

活動内容紹介
東日本大震災後の仮設住宅、災害公営住宅などで
自治運営やコミュニティ形成などの支援活動を展開してき
た住民グループ、ＮＰＯ、大学研究室などがネットワーク
を構築して設立。

仮設住宅初期からコミュニティ形成に関わり、公営住宅
移行期にもそのコミュニティを継続させるなど、復興の段階
に合わせた支援を行ってきた。

地域におけるヒト・モノ・コトのゆるやかな「つながり」を「デ
ザイン」するというコンセプトの下、地域住民が集える居場
所である「あすと食堂」などを運営し、一人ひとりが主役に
なれる住まい・まちづくりに取り組んでいる。

宮城県 仙台市

特定非営利活動法人 ＴＥＤＩＣ

活動内容紹介
東日本大震災発生後の平成23年3月から故郷の石
巻市にボランティアとして入り、避難所において子どもたち
の居場所づくりや学習支援活動を開始

石巻市・東松島市・女川町の子ども・若者を対象とし
たワンストップの総合相談窓口「石巻圏域子ども・若者
総合相談センター」を運営し、夜の居場所づくりやフリース
クールなど生活困窮世帯や不登校等の子ども・若者への
支援を中心とする事業を展開し、官民協働による包括
的な支援体制の構築及び、地域づくりに取り組む。

どんな境遇のもとに生まれた子ども・若者でも、「自分の
人生を、自分で歩む」ことが出来る地域社会をつくるため
活動している。 宮城県 石巻市



南三陸ホテル観洋

活動内容紹介
平成23年から希望される方を対象に、スタッフがガイド
を務める「語り部バス」を毎朝運行。東日本大震災の記
憶と教訓の風化防止に努めている。

「語り部バス」では、ガイドがそれぞれの体験談を交えて
南三陸町内の被災跡を案内し、これまで約35万人以
上が乗車。震災遺構・高野会館の内部を案内するコー
スも設けており、教育旅行ではこれまで540校以上で震
災学習・防災学習の機会を作り、次世代への伝承や地
域交流のもとになっている。

また、全国各地で語り部活動を行うことや、語り部の連
携を深めるフォーラムを開催することで、南三陸への訪問
につなげ、地域ににぎわいや交流を生み出し、観光振興
や地域活性化にも繋がっている。

宮城県 南三陸町

一般社団法人 ふくしま逢瀬ワイナリー

活動内容紹介
フルーツ王国である福島県の果樹農業の六次産業化
を目指し、平成27年にワイナリー（醸造所）を竣工。
福島県産果実の生産・加工・販売を一貫して行う新た
な事業モデルの構築を進めている。

契約農家は当初４軒だったが、郡山市の協力の元、
技術指導を行い、１３軒に拡大。平成28年からは、福
島県産のリンゴ、桃、梨を生かした果実酒やリキュールを
出荷し、ワイン用葡萄の栽培にも挑戦している。

また、ワイナリー内にワインショップやセミナールームをオー
プン。福島県の産業や人を繋ぐ拠点となることを目指して
いる。福島大学とも連携し、農業分野に興味を持つ未
来の担い手を育成する講座も実施している。 福島県 郡山市



特定非営利活動法人 Ｊｉｎ

活動内容紹介
仮設住宅等に入居する障害者や高齢者とともに、農
業を開始。人口が減少した旧避難指示区域における農
業の再開と高齢者・障害者等の自立の両立の推進を
行っている。

平成25年に浪江町で花き（トルコギキョウ）の栽培を
開始し、平成26年には同町で震災後初となる出荷が行
われた。

「浪江発の日本一の農作物を作りたい」という目標を掲
げ、試行錯誤を繰り返しながら日々励んでいる。

福島県 浪江町

特定非営利活動法人 ビーンズふくしま

活動内容紹介
不登校の子どもや引きこもりの青少年のために、生き方
や学習を支援することを目的に1999年にフリースクール
から活動を開始。

東日本大震災発災後は、そのノウハウを活かして仮設
住宅での子どもの居場所づくり、県外避難者親子の支
援などにあたっている。

コミュニティのアプローチとして、これまでの学習・体験に
加え「遊び」を通した「心のケア」の視点も加えながら丁寧
で接続可能な受け皿を目指し活動している。

福島県 福島市
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